
　
今
回
は
脳
卒
中
に
つ
い
て
お

話
を
致
し
ま
す
。
脳
卒
中
は
三

大
死
亡
原
因
（
脳
卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
）
の
中
で
は
3
位
で
す

が
、
最
近
は
患
者
数
が
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
 

　
脳
卒
中
に
は
脳
出
血
（
脳
の

血
管
が
破
れ
る
）、
脳
梗
塞（
脳

の
血
管
が
詰
ま
る
）
及
び
ク
モ

膜
下
出
血
が
あ
り
ま
す
が
、
食

の
欧
米
化
に
よ
り
脳
梗
塞
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
症
状
は
様
々
で
、

一
概
に
こ
れ
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
脳
の
機
能

が
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
 

　
例
え
ば
右
の
手
足
を
動
か
す

機
能
は
左
側
の
脳
の
表
面
の
一

部
に
手
・
指
・
足
と
部
分
ご
と

に
分
か
れ
て
存
在
し
ま
す
。
話

を
す
る
機
能
は
概
ね
左
側
の
前

頭
葉
の
一
部
に
あ
り
、
ま
た
話

を
聞
い
て
理
解
す
る
の
は
や
は

り
左
側
の
側
頭
葉
の
一
部
の
機

能
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
ど
の
部
分
に
脳
卒
中
が
起

こ
っ
た
か
に
よ
っ
て
症
状
が
異

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
 

　
一
方
、
脳
の
中
に
は
あ
ま
り

機
能
し
て
い
な
い
部
位
も
あ
り
、

そ
こ
に
脳
梗
塞
が
起
こ
っ
て
も

は
っ
き
り
と
し
た
症
状
は
現
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
か
く
れ
脳

梗
塞
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
 

　
脳
ド
ッ
ク
健
診
に
よ
り
、
こ

の
「
か
く
れ
脳
梗
塞
」
の
診
断

や
、
脳
の
血
管
の
異
常
（
動
脈

瘤
の
存
在
な
ど
）
を
あ
ら
か
じ

め
知
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
 

　
ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
の
血
管

の
コ
ブ
（
脳
動
脈
瘤
）
が
徐
々

に
増
大
し
て
最
後
に
は
壁
が
破

れ（
破
裂
）、
出
血
し
た
も
の
で

す
。
破
裂
す
る
ま
で
は
全
く
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
た

び
出
血
し
ま
す
と
半
数
は
亡
く

な
り
、
残
り
の
半
数
は
大
き
な

後
遺
症
を
残
し
、
寝
た
き
り
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
脳
動
脈
瘤
の
サ
イ
ズ
が
大
き

い
も
の
や
危
険
な
形
を
し
て
い

る
も
の
に
対
し
て
は
、
破
裂
し

な
い
よ
う
に
予
防
措
置
（
手
術

治
療
）
を
取
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
術
法
は
二
通
り
あ
り
、

一
つ
は
開
頭
手
術
に
よ
っ
て
瘤

の
根
本
に
ク
リ
ッ
プ
を
掛
け
る

手
術（
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
）と
、

も
う
一
つ
は
、
開
頭
し
な
い
で

カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
内
に
挿
入

し
、
瘤
の
内
側
か
ら
細
い
コ
イ

ル
を
充
填
す
る
（
コ
イ
ル
塞
栓

術
）
方
法
で
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
原
因
の
多
く
は
高

血
圧
で
す
。
長
年
続
い
た
高
血

圧
に
よ
り
、
血
管
に
動
脈
硬
化

が
起
こ
り
ま
す
。
若
い
頃
は
し

な
や
か
で
丈
夫
な
血
管
で
あ
っ

た
も
の
が
、
硬
く
て
も
ろ
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
血
圧
に
耐

え
き
れ
ず
破
れ
た
り（
脳
出
血
）、

壁
が
厚
く
な
っ
て
詰
ま
ら
せ
た

り
（
脳
梗
塞
）
し
ま
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
予
防
は
、
動
脈
硬

化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
留
意
す

る
こ
と
で
す
。
高
血
圧
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
糖
尿
病
や
高
脂

血
症
に
注
意
し
て
塩
分
の
少
な

い
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
、

禁
煙
及
び
過
度
の
飲
酒
を
控
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
こ
れ
は
ま
さ
に
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
と
い
う
こ
と
と
同

じ
意
味
と
な
り
ま
す
。
 

　
私
が
勤
務
す
る
草
加
市
立
病

院
は
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
り
、

内
科
、
外
科
と
も
に
様
々
な
症

例
や
手
術
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
設
備
が
新

し
く
、
仕
事
を
し
や
す
い
環
境

も
魅
力
で
、
毎
日
新
鮮
な
気
持

ち
で
研
修
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
で
麻
酔
科

で
は
術
前
回
診
、
マ
ス
ク
換
気

や
挿
管
、
点
滴
ラ
イ
ン
の
確
保

な
ど
、
麻
酔
導
入
か
ら
、
麻
酔

の
維
持
、
麻
酔
終
了
ま
で
の
一

連
の
手
技
な
ど
を
松
澤
先
生
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、救
急
診
療
科
で
は
、

腹
痛
か
ら
交
通
事
故
、
脳
卒

中
ま
で
と
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
は
と
て
も
様
々
で
、
ど

の
よ
う
な
症
例
で
あ
っ
て
も
、

焦
ら
ず
冷
静
に
対
処
さ
れ
る

指
導
医
の
南
先
生
に
つ
い
て
、

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
現
在
は
、
外
科
に
配
属
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
の
患

者
さ
ん
は
大
腸
憩
室
か
ら
の

消
化
管
内
出
血
の
症
例
で
、

状
態
が
安
定
し
て
い
た
た
め
、

術
者
と
し
て
で
は
な
く
、
術
野

に
近
い
場
所
か
ら
見
学
、
研
修

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

　
草
加
市
立
病
院
は
研
修
医
に

対
し
て
と
て
も
柔
軟
な
指
導
方

式
を
持
っ
て
お
り
、
積
極
的
で

あ
れ
ば
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
臨
床
現
場
に
参
加
し
て
、

先
輩
医
師
の
優
れ
た
技
術
と
経

験
に
学
び
な
が
ら
、
自
分
の
将

来
の
進
路
を
決
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

※
草
加
市
立
病
院
は
臨
床
研
修

指
定
病
院
と
し
て
、
全
国
か
ら

優
秀
な
研
修
医
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
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脳神経外科教授 

ナースステーション（昭和50年） 
広報そうか（昭和41月12月発行） 

　現在のナースステーションとは大きく異なり、周りがガラス張りになっ
ているものの、オープンカウンターではなく個室になっていました。 

市立病院落成式（昭和42年） 
　病院の新築工事が完成し、昭和42年6月20日に
は病院関係者を招き、落成式が行われました。 

旧市立病院 
（昭和43年） 

旧市立病院全景 
（昭和49年） 

　昭和42年6月に一般病床が100床と
なりました。なお、同年4月には地方公営
企業法の財務規定等の適用を受け、名
称を「草加市立病院」と改めています。 

薬局受付 
（昭和50年） 
　当時は院内処方だった
ため、薬剤師が窓口で服
薬指導を行い、薬を手渡し
ていました。 

会計窓口 
（昭和52年） 

左写真の矢印は未破裂の脳動脈瘤。 
右写真はクリッピング術後、瘤がつぶれている。 

脳の機能は分かれている 

　会計業務で電卓やそろば
んを使用していたため、窓口
では２～３時間待ちは当たり前
の時代でした。 

待合室 
（昭和50年） 
　待合室は大変混み
合っていました。朝９時
からの診察にもかかわ
らず、玄関前には朝６時
頃から数十人の患者さ
んが並んでいました。 

　
草
加
市
立
病
院
の
前
身
で
あ
る
「
草

加
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
」

が
開
設
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
半
世
紀
。

こ
の
間
、
病
院
は
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
ま
し
た
。
昭
和
33
年
５
月
、
同
診

療
所
は
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
、

病
床
数
２
床
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
後
、
急
激
な
人
口
増
加
と
と
も
に

病
院
の
利
用
者
も
増
え
た
た
め
、
病

院
の
増
改
築
工
事
を
行
い
、
昭
和
49

年
３
月
に
は
病
床
数
209
床
を
有
す
る

地
域
の
中
核
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
診
療
科
に
小
児
科
や
整
形

外
科
も
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

眼
科
、
皮
膚
科
、
胃
腸
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
循
環
器
科
も
加
わ
り
、
昭
和
62

年
12
月
に
は
総
合
病
院
の
承
認
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
16
年
７
月
、

現
在
の
場
所
に
新
築
移
転
し
、
18
診

療
科
、
病
床
数
366
床
の
新
市
立
病
院

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
院
は
、

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
、
さ
ら
な
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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